
（建設業法上の29分類）

から から

まで まで

鋳鉄管布設工 鋳鉄管布設工
　鋳鉄管布設工　φ100 10.8m 　鋳鉄管布設工　φ100 15.9m
　鋳鉄管布設工　φ150 266.0m 　鋳鉄管布設工　φ150 279.0m

材料 材料
　GX 直管 φ150 52本 　GX 直管 φ150 55本

　　 　K 直管 φ100 - 　K 直管 φ100 2本
　GX 曲管 φ150×22 1/2° - 　GX 曲管 φ150×22 1/2° 1個
　K 曲管 φ100×22 1/2° - 　K 曲管 φ100×22 1/2° 2個
　K 乙字管 φ150×300 - 　K 乙字管 φ150×300 1個
　K 受挿片落管 φ150×100 - 　K 受挿片落管 φ150×100 1個

土工（夜間） 土工（夜間）
　バックホウ掘削・積込（計） 153㎥ 　バックホウ掘削・積込（計） 167㎥
　管路埋戻費（計） 120㎥ 　管路埋戻費（計） 131㎥
　発生土処理（計） 111㎥ 　発生土処理（計） 126㎥
　路盤工 （計） 218㎡ 　路盤工 （計） 243㎡
　伐根除草 23㎡ 　伐根除草 57.9㎡
　地先境界ブロック撤去 28.8m 　地先境界ブロック撤去 70.5m

管工（夜） 管工（夜）
　鋳鉄管切断（計） 13口 　鋳鉄管切断（計） 21口
　鋳鉄管切断・溝切り加工 φ150 17口 　鋳鉄管切断・溝切り加工 φ150 25口
　GX形継手接合 異形管 φ150 38口 　GX形継手接合 異形管 φ150 48口

試験堀り工 試験堀り工
　試験掘り工（計） 5箇所 　試験掘り工（計） 8箇所

（うち夜間5箇所）

5　変更理由
　請負契約締結後、既設埋設物の占用位置が竣工図と異なることが判明したため、試験掘り工
を追加する。また、試験掘り工の一部がバス運行ルート上となり、バスの通行に支障をきたすこ
とから、施工時間帯を夜間に変更する。
　試験掘りの結果、既設水道管の占用位置が竣工図と異なり、他企業埋設物と近接しているこ
とや植樹帯が支障となることが判明した。各関係機関と協議した結果、一部配管の変更に伴い
植樹帯撤去を行う必要が生じたため、関連する鋳鉄管布設工及び材料、土工、管工をそれぞ
れ変更する。

契 約 金 額
（ 税 込 み ）

令和7年7月8日

令和8年3月27日

令和--年--月--日

令和--年--月--日

円 円52,545,900 56,980,000

工 事 概 要

工 期

変 更 前 変 更 後

向山一丁目地内(県道川越上尾線、外4路線)配水管布設工事

上尾市向山一丁目地内

１　工　事　名：

２　工事場所：

３　工　　  種：

４　変更契約内容

土木一式

様式4

変更理由書

（発注担当課：水道施設課）


